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一 般 相 談

家庭生活上の悩みごとや、いろ
いろな手続きなどについて相談に
応じます。なお、電話でも結構です。
相談日は、土・日曜・祝日を除

く毎日。午前9時～午後4時
区役所1 階区民相 談室

手
作
り
の
野
菜
や
花
を

育

て

て

み

ま

せ

ん

か

区
民
農
園
利
用
者
募
集

都
市
化
が
進
行
し
て
い
る
中
で
、

私
た
ち
は
、ま
す
ま
す
自
然
と
の
ふ

れ
あ
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

そ
こ
で

、
区
民
の
皆
さ
ん
に
少
し

で
も
自
然
に
触
れ
、
土
や
緑
に
親
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と

、
新
た
に
農
園

を
般
置
し
ま
し
た
。家
族
そ
ろ
っ
て

野
菜
づ
く
り
弋

花
づ
く
り
に
励
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
の
で
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
農
園
名
　
谷
中
一
丁
目
区
民
農

圜
(
谷
中
一
一

一
一

三
、
北
綾
瀬

駅
か
ら
徒
歩
十
五
分
)

募
集
区
画
　
百
区
画

申
込
資
格
　
区
内
在
住
の
方
で
、
耕

作
地
が
な
く
、
園
芸
に
熱
意
の
あ

る
方

。な
お
、す
で
に
区
民
農
園
を

利
用
し
て
い
る
方
、
お
よ
ぴ
重
複

申
し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す

利
用
条
件
　
野
菜
や
花
の
栽
培
に
限

り
ま
す

利
用
料
　
無
料
(
た
だ
し
、種
苗
、

肥
料
、用
具
な
ど
は
自
己
負
担
。

な
お
、
水
道
、
便
所
の
設
備
が
あ

り
ま
す
)

利
用
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
～

昭
和
五
十
六
年
二
月
末
日

申
込
方
法
　
必
ず
往
復
(
ガ
キ
を
使

用
し
、
下
記
の
記
入
例
を
参
考
の

う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

な
お
、
六
十
歳
以
上
の
方
が
申

し
込
む
場
合
は
、
老
人
コ
ー
ナ
ー

希
望
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
二
十
六
日
(
必
着

の
こ
と
)

利
用
者
の
決
定
　
申
し
込
み
者
多
歎

の
場
合
は
、
抽
せ
ん
に
よ
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
化
係

結
婚
・
誕
生
記
念
樹
を

プ
レ

ゼ
ン
ト

し
ま

す

区
で
は
、
結
婚
と
誕
生
を
記
念
し

て
、
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
昨
年
十
月
以
降
に
結
婚
さ
れ
た

方
、
ま
た
は
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た

方
で
、
引
続
き
区
内
に
お
住
ま
い
の

方
が
対
象
で
す
。

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は

次
の
要
領
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

苗
木
の
種
類
　
次
の
中
か
ら
一
本
週

ん
で
い
た
だ
き
ま
す

キ
ン
モ
ク
セ
イ
(
〇
・
九
㍍
)
、

サ
ザ
ン
カ
(
一
・
五
㍍
)
、
黒
竹

(
一
・
五
M
)
、
柿
の
木
(
二
・

一
㍍
)
、
(
重
桜
(
一
・
二
封
)
、

紅
梅
(
〇
・
九
㍍
)
、
イ
チ
"
ウ

(
二
・
一
㍍
)

配
布
場
所
　
次
の
場
所
の
う
ち
、
一

か
所
週
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

区
役
所
本
庁
舍
(
千
住
一
一
五
〇
)

・
第
二
庁
舎
(
梅
田
七
上
二
三
-

七
)

<
申
込
方
法
>

結
婚
配
念
樹
=
・
(
ガ
キ
に
必
ず
「
結

婚
記
念
樹
希
望
」
と
書
き
、
苗
木

の
種
類
、
配
布
場
所
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
配
偶
者
氏
名
、

婚
姻
年
月
日
を
記
入
し
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い

誕
生
記
念
樹
…
人
ガ
キ
に
必
ず
「甌

生
記
念
樹
希
望

」
と
一

き
、
苗
木

の
種
類
、
配
布
場
所
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
气

お
子
さ
ん
の
名

前
、
転
生
年
月
日
を
記
入
し
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
い
ず
れ
も
、
一
月
三
十

一
日
(
必
一

の
こ
と
)

配
布
予
定
月
日
　
三
月
下
旬
(
三
月

中
旬
頃
配
布
通
知
し
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
化
係
(
〒
1
2
0

千
住
一
一

五
〇
)

緑
化
計
画
書
を

提
出
の
方
に

苗
木
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

区
で
は
、区
内
の
民
有
地
の
緑
化

を
図
る
た
め
、二
百
平
方
㍍
以
上
の

敷
地
に
住
居
や
工
場
等
の
建
築
物
を

新
築
す
る
方
を
対
象
に
、
「緑
化
計

画
一
」を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。こ
の
事
業
を
奨
励
す
る
た

め
、計
画
書
提
出
の
方
に
苗
木
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

樹
種
お
よ
び
本
数
に
つ
い
て
は
、

区
に
一
任
願
い
ま
す
。

申
込
資
格
　
昭
和
五
十
四
年
四
月
以

降
緑
化
計
画
書
を
提
出
し
た
方

配
布
場
所
　
区
役
所
本
庁
舎
(
千
住

一
-
五
〇
)
・
東
都
セ
ン
タ
上
東

綾
瀬
一
-
五
-
一
七
)
・
東
椿
公

圜
(
椿
ニ
ー
ニ
一
一
九
)
・
竹
の

塚
第
六
公
園
(
竹
の
塚
ニ
ー
ニ
五

一
三
)

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
必
ず
「
新
築

植
樹
苗
木
希
望
」
と一
き
、希
望

す
る
配
布
場
所
、
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
新
築
年
月
日
を
配
入

し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
三
十
一
日
(
必
着

の
こ
と
)

配
布
予
定
月
日
　
三
月
上
旬

申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
化
係
(
〒
1
2
0

千
住
一一
五
〇
)

こんな大きなナスがとれたの

ハガキの記入例

1月25日公開試写会
広報映 画

「生活施設編」
広
報
映
画
卮
た
ち
の
足
立
で
W

リ
七
ス
の
第
七
作
目
と
し
て
、
「
生

活
施
般
編
」
が
、こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
映
画
で
は
、
新
し
く
で
き
た

施
股
を
中
心
に
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

密
肴
し
た
施
設
や
、
ど
ん
ど
ん
利
用

し
て
ほ
し
い
旄
股
が
数
多
く
登
場
し

ま
す
。

施
設
の
案
内
役
と
し
て
は
、漫
才

の
ぷ
ン
ト
ー
ル
イ
ー
が
出
演
し
、

あ
の
ゆ
か
い
4
ふ
た
り
が
、
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
お
し
ゃ
べ
り
で
、
次
々
に
施

設
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
の
街
が
、
あ
な
た
の
隣
り

の
人
が
出
演
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
I

度
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
映
画
の
公
開
試
写
会

を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
ご
家

族
や
お
友
達
と
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

試
写
日
時
　
一
月
二
十
五
日
(
金
)

第
一
回
・
=午
後
二
時

第
二
回
・
:午
後
三
時
'
‘

場
所
　
産
業
振
興
館

映
画
　
一
`
ミ
リ
、
カ
ラ
ー
三
十
分

※
試
写
会
後
は
、
一
般
に
貸
出
し
し

ま
す
。1
6ミ
リ
は
、
中
央
図
一

館
(
　
(

四
〇
-
四
六
四
六
)
、8
ミ
リ
(
カ

セ
ッ
ト
式
映
写
機
で
す
の
で
、
簡
単

に
操
作
で
き
ま
す
)
は
、
広
報
課
で

賃
出
し
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
電
話
で
受
付
け
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
先
　
広
報
課

自転車の放置はやめましょう

小菅・北綾瀬
自転車置場開設

駅
前
は
街
の
玄
関
で
す
。し
か
し
、

最
近
で
は
、き
れ
い
で
あ
る
べ
き
は
ず

の
玄
関
に
、大
a
の
自
転
車
が
無
秩
序

に
放
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
や
駅
周
辺
の
放
一
自
転
車
は
、社

会
問
題
と
し
て
盛
ん
に
新
聞
紙
上
な
ど

に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

駅
前
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車

は
、駅
周
辺
の
美
観
を
著
し
く
損
ね
ま

す
。そ
の
う
え
、自
転
車
が
歩
道
の
大

部
分
を
占
拠
す
る
た
め
、歩
行
者
の
じ

や
ま
に
な
っ
た
り
、場
合
に
よ
っ
て
は

歩
行
者
を
車
道
に
迫
い
や
っ
て
、交
通

安
全
の
う
え
か
ら
、非
常
に
危
険
で
す
。

区
で
は
、こ
れ
ら
の
放
置
自
転
車
に

対
処
す
る
た
め
、駅
周
辺
に
自
転
車
一

場
を
設
一
し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
ど
新

た
に
、
小
菅
駅
お
よ
び
北
綾
瀬
駅
付
近

に
、
無
料
自
転
車
置
場
を
開
設
し
ま
し

た
。こ
の
置
場
は
、皆
さ
ん
が
利
用
す

る
も
の
で
す
。多
く
の
万
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
近
く
の
方
は
な
る
べ
く
歩
く

な
ど
、
お
互
い
に
ゆ
ず
り
あ
っ
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
転
車
に
は
、住
所
、氏
名
を

書
き
、
防
犯
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
、駅
周
辺
の

遭
路
上
に
は
、絶
対
に
自
転
車
を
放
一

し
な
い
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

駅
前
広
場
お
よ
ぴ
道
路
上
に
、自
転

車
を
置
く
と
、放
一
自
転
車
と
み
な
さ

れ
、撤
去
・
処
分
さ
れ
ま
す
。ご
注
意

く
だ
さ
い
。

小
菅
自
転
車
置
場
…
足
立
于
一
四
(

収
容
台
数
二
百
五
十
台

北
綾
瀬
自
転
車
置
場
…
谷
中
T
-
匸
二

収
容
台
数
(
百
台

問
合
せ
先
　
交
通
安
全
係

あ
な
た
の
声
を
区
政
に

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

区
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
、
よ

り
よ
く
進
め
て
い
く
た
め
に
、
意

見
や
考
え
を
述
べ
て
い
た
だ
く
モ

ニ
タ
ー
制
度
も
、
九
年
目
を
迎
え

ま
す
。

今
年
も
新
し
い
区
政
モ
ニ
タ
ー

の
方
々
を
、
次
の
要
領
で
募
集
し

ま
す
。
あ
な
た
も
お
気
軽
に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▽
ア
ン
ヶ
I
ト
の
回
答
(
年
四

回
程
度
)

▽
連
絡
会
議
へ
の
出
席
(
年
四

回
程
度
)

▽
区
政
全
般
に
つ
い
て
の
情
報

・
窓
見
・
要
望
の
随
時
拠
出
　

▽
そ
の
他
広
聴
業
務
へ
の
協
力

募
集
人
員
　
五
十
名

任
期
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
～
昭

和
五
十
六
年
三
月

応
募
資
格
　
次
の
条
件
を
膺
た
す

方

▽
膺
二
十
歳
以
上
で
、
足
立
区

に
引
続
き
六
ヵ
月
以
上
居
住
し

て
い
る
方

▽
足
立
区
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
万

▽
都
お
よ
ぴ
都
内
各
地
方
公
共

団
体
の
職
員
で
な
い
方

謝
礼
　
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
・・・

一
回
千
円
、
連
絡
会
議
へ
の
出

席
:
二

回
千
五
百
円

応
募
期
間
　
一
月
二
十
一
日
!

一

月
八
日

提
出
書
類
　
区
政
モ
ニ
タ
ー
申
込

一

と
簡
単
な
応
募
作
文

選
考
　
地
域
別
、年
齢
別
、性
別
、

職
業
別
等
を
考
慮
の
う
え
選
考

し
、
結
果
は
本
人
に
通
知
し
ま

す
申
込
・
問
合
せ
先
　

広
報
課
広
聴

担
当
へ
直
接
、
ま
た
は
一
括
で

申
込
書
を
請
求
し
て

く
だ

さ

入
園
児
を
募
集
し
ま
す

区
立
幼
稚
園

今
年
四
月
に
入
園
す
る
区
立
幼

稚
園
の
五
歳
児
に
ま
だ
余
裕
が
あ

り
ま
す
。次
の
要
領
で
申
し
込
み

受
付
け
を
行
な
い
ま
す
の
で
、入

園
を
希
望
す
る
方
は
、お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
幼
稚
園

▽
関
屋
幼
稚
園
・
=千
住
関
屋
町

一
六
-
一
(
千
寿
第
(
小
学
校

内
)

　
(
(
(

―
三
五
(
九

▽
元
宿
幼
稚
園
…
千
住
桜
木
一
-

二

六
圭

一

　
(
(

二
丿
九

四
六
六

▽
江
北
幼
稚
園
・
=江
北
一
一

二

六一
九

　
(
九
六
一
二
六
三
一

▽
大
谷
田
幼
稚
園
…
大
谷
田
二
-

一
-
九

　
六
二
〇
―
七
五

九
一

▽
鹿
浜
幼
稚
園
…
鹿
浜
五
-
二

五
-
一
一

　
八
五
五
-
四
四

四
七

応
募
資
格
　
区
内
在
住
の
五
歳
児
{

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日

昭
和
五
十
年
四
月
}
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児
)

募
集
人
員
　
各
幼
稚
園
と
も
若
干

名
受
付
場
所
　
各
幼
惟
闘

受
付
日
時
　
一
月
二
十
二
日
(
火
)
!

一
十
三
日
(
水
)
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
圭
二
畤

選
考
日
時
　
第
一
次
選
考
・
第
二

次
週
考
と
も
受
付
け
の
際
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
募
集
予
定
人
貝

を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
で
す

※
　
申
込
用
紙
″
募
集
要
綱
は
、

各
幼
稚
園
ま
た
は
教
育
委
貝
会
幼

児
教
育
担
当
で

、
一
月
二
十
二
日

か
ら
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
幼
稚
圃
で
の
配
布
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
後
}
時
三
十
分
H

時
ま
で
で
す
。

ご
注
意
　
郵
送
に
よ
・
J申

し
込
み

は
、
お
断
り
し
ま
す
。

ま
た
、
受
付
日
時
は
厳
守
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
教
冐
委
員
会
幼
児
教
0
'

冐
担
当
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都
市
計
画
道
路
を
再
検
討

災
害
時
の
安
全
確
保
・
歩
行
者
等
の

安
全
な
交
通
の
確
保
を
盛
り
込
む

東
京
都
都
市
計
画
地
方
審
S
会

は
、知
事
の
胯
間
に
基
づ
き
、都
市

計
画
遭
路
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
二
十
三
区
部
に
あ
る
遭
路
の
こ

れ
か
ら
の
あ
り
方
を
飼
査
審
一
し
て

い
ま
し
た
が
、災
害
時
の
安
全
確
保
、

歩
行
奮
等
の
安
全
か
つ
快
適
な
交
通

の
砲
保
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
都
市

計
画
遭
路
再
検
討
の
素
案
を
、
昭
和

五
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
に
知
事

に
対
し
答
申
し
ま
し
た

。

都
市
計
画
道
路
は
、昭
和
三
十
九

年
と
四
十
一
年
に
見
直
し
が
行
な
わ

れ
て
以
来
の
こ
と
で
、そ
の
後
十
数

年
が
経
過
し
社
会
・
経
済
情
勢
、お

よ
ぴ
地
域
環
境
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
変

化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
交
通
の
円
滑
化
は
も
と

よ
り
、
防
災
や
地
域
環
境
保
全
を
主

体
と
し
、
都
市
計
画
道
路
が
再
検
討

さ
れ
、
素
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

素
案
で
は
、
現
行
の
都
市
計
画
道

路
は
追
加
あ
る
い
は
修
正
を
要
す
る

い
く
つ
か
の
路
線
を
除
き
、
大
部
分

は
既
存
の
計
画
を
追
認
さ
れ
ま
し
た
。

素
案
の

基
本
目
標
は

こ
の
素
案
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
の
基
本
目
標
は
、都
市
防
災
の
弛

化
・
都
市
機
能
の
確
保
・
地
域
環
燉

の
保
全
・
都
市
空
間
の
確
保
の
四
つ

の
骨
子
か
ら
な
り
、そ
の
結
果
で
淅

あ
が
っ
た
素
案
の
特
徴
は
、①
避
鮪

の
安
全
性
を
確
保
し
、区
部
の
三
(
い

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
震
災
時
消
防

活
助
の
困
難
区
域
の
解
消
③
取
道

幅
を
最
小
限
と
し
、
歩
道
、
自
転
嵐

道
、
植
樹
帯
の
拡
充
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。具

体
的
な

内
容
は

震
災
な
ど
緊
急
時
に
、
消
防
車
な

ど
が
通
る
幹
線
道
路
と
し
て
、
車
道

幅
員
九
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
を
で

き
る
だ
け
千
メ
ー
ト
ル
か
ら
千
五
百

メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
配一
す
る
と
と

も
に
、
適
正
な
遭
路
網
づ
く
り
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
は
人
が
歩
き
や
す
く

自
転
車
も
安
全
に
通
れ
る
、
ゆ
と
り

あ
る
遭
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
車
の
交
通
量
を
考
え
な

が
ら
も
、
車
道
を
最
少
限
度
に
お
さ

え
、
歩
道
を
広
く
と
る
こ
と
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
都
市
計
画
遭
路
が
す
べ

て
完
成
す
る
と
、
歩
行
者
の
安
全
を

は
か
る
た
め
に
バ
ス
通
り
に
は
歩
道

を
設
け
、
バ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
利

用
の
便
を
考
え
。停
留
所
ま
で
歩
く

距
離
を
四
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
百
メ

ー
ト
ル
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

足
立
区
内
の

道
路
は

当
区
の
場
合
は
、現
在
の
都
市
計

画
道
路
は
す
べ
て
必
要
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
、廃
止
・
変
更
の
路
線
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、あ
ら
た
に
足

立
区
画
街
路
一
号
線
(
鹿
浜
四
上
(

丁
目
、幅
員
十
五
メ
ト
ト
ル
、延
長

四
百
四
十
メ
ー
ト
ル
)
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

区
内
で
、お
お
む
ね
昭
和
六
十
五

年
ま
で
に
完
成
も
し
く
は
着
手
す
る

路
線
は
次
の
左
表
の
と
お
り
で
す

が
、こ
の
他
土
地
区
画
整
理
事
業
、

市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
区

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

意
見
を
述
べ
た
い
方
は

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
く
だ
さ
い

都
市
計
画
道
路
再
検
討
の
素
案
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
兮
つ
か

か
っ
て
今
後
の
参
考
に
す
る
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る

た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
次
の
要
領

で
申
し
出
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

公
述
の
申
し
出
方
法
　
所
定
用
紙

(
土
木
部
計
画
課
に
あ
り
)
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、二
月
一
日
?

十
四
日
ま
で
に
提
出

提
出
場
所
　
○
郵
送
・
:都
・
都
市
計

画
課
　
○
持
参
・・・
区
・
計
画
課

素
案
の
縦
覧
期
間
　

区
計
画
課
で
二

月
一
日
?
十
四
日
ま
で
図
面
縦
覧

公
聴
会
開
催
日
時
・
場
所

対
象
　
足
立
・
墨
田
・
江
東
・
薦
飾

・
江
戸
川
区
の
地
域

日
時
　
三
月
二
十
(
日
(
金
)
　
午

前
十
時
?
午
後
四
時

場
所
　
葛
飾
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

公
会
堂
(
葛
飾
区
立
石
六
上
二
十

三
、
京
成
斉
砥
駅
下
車
)

※
傍
聴
し
た
い
方
は
、
当
日
直
接
会

場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
都
・
道
路
再
検
討
対
策

室
(
〒
1
0
0千
代
田
区
丸
の
内
三
一

五
一

一
　
二
匸

〒
五

二

こ

区
土
木
部
計
画
調
整
担
当

住
宅
修
繕
・
宅
地
整
備
資
金

資
金
不
足
で
お
困
り
の
方
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
な
い
ま
す

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修
繕
、

宅
地
の
整
備
を
お
考
え
の
方
で
、
賢

金
不
足
で
お
困
り
の
と
き
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
住
宅
　
居
住
部
分
の
床

面
積
が
百
三
十
二
平
方
め
と
る
㍍
以
下
で

あ
り
、
全
体
の
床
面
積
の
二
分
の

一
以
上
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
新
築
・
増
改
築
は
該
当

し
ま
せ
ん

対
象
と
な
る
宅
地
　
敷
地
面
積
が
三

百
三
め
平
方
㍍
未
満
で
、
対
象
と

な
る
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
建
讐
え
の
場
合
は
建
讐

え
後
も
居
住
す
る

資
格
　
▽
区
内
に
一
年
以
上
住
所
を

有
す
る

▽
住
民
税
を
完
納

▽

年
齢
が
二
十
歳
か
ら
六
十
四
歳

▽
連
帯
保
証
人
を
つ
け
ら
れ
る

融
資
額
　
二
十
万
円
?
百
五
十
万
円

利
率
　
年
五
%
(
実
質
申
込
者
負
担
)

償
還
　
五
年
以
内
の
元
金
均
等
月
賦

取
扱
金
融
機
関
　
富
士
銀
行
、
足
立

信
用
金
庫
、
成
和
信
用
金
庫
、
足

立
農
協
の
区
内
本
支
店

申
込
方
法
　
申
込
一
(
区
民
係
、
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
)
、
住
民
票
、

納
税
証
明
一
、
工
事
見
積
一
等
を

添
え
て
申
し
込
む

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

保
健

所
だ

よ

り

あ
な
た
の
健
康
は
い
か
が
で
す
か

千

住

保

健

所

□
成
人
病
検
診

日
時
　
毎
週
金
曜
日

午
後
一
時
～

三
時
三
十
分

対
象
　
膺
三
十
歳
以
上
の
区
民

内
容
　
成
人
病
(
心
臓
病
・
脳
卒
中

・
高
血
圧
・
糖
尿
病
等
)
の
早
期

発
見
と
予
防
。
た
だ
し

、
冐
ガ
ン

検
診
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

費
用
　

五
千
円
程
度
(
検
診
項
目
で

費
用
の
増
減
あ
り
)

申
込
方
法
　
一
話
予
約

問
合
せ
先
　

業
務
係

□
食
事
展
出
品
作
品
募
集

健
康
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
'に
食
生

活
か
ら
を
テ
ー
マ
に
。
食
事
展
を
二

月
二
十
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

我
が
家
の
工
夫
し
た
献
立
を
出
品

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
方
法
　
献
立
(
肥
満
予
防
・
幼

児
食
・
糖
尿
病
予
防
食
・
臧
塩
食

等
)
を
選
ぴ
、作
り
方
、工
夫
点
、

住
所
、氏
名
、一
括
番
号
を
明
記

し
て
封
書
で
申
し
込
む

出
品
点
数
　
一
人
二
種
類
ま
で

応
募
締
切
　
練
切
一
月
末
日

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
○
一
般
学
欒
・・
二
月
一
・
(

・
十
五
・
二
十
二
日

・
所
外
学

級
・
:二
月
五
・
十
三
・
十
九
・
二

十
六
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
○
一
般
学
級
=・
足
立
保
健
所

問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
栄
養
担
当
(

〒
1
2
0
千
住
伸
町
七
六
　
(
(
(
-

四
二
七
七
)

足

立
保
健
所

□
母
親
学
級

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の
母
親
学
級
で

・
中
央
保
健
相
談
所
　
○
所
外
学

級
・・・
青
年
館

内
容
　
妊
娘
中
の
生
活
と
栄
養
、お

産
の
経
過
、赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
、

映
画
他

申
込
・
問
合
せ
先
　
電
銛
で
、足
立

保
健
所
業
務
第
二
係
ま
た
は
、中

央
保
健
相
談
所
へ

□
胃
の
検
診

検
診
日
　
二
月
八
日
(

金
)

場
所
　
都
ガ
ン
検
診
セ
ン
タ
ー

定
員
　
五
十
名

対
象
　
膺
三
十
五
歳
以
上
の
区
民
で

過
去
一
年
以
内
に
冐
の
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方
(
冐
手
術
や
胃
病

治
療
中
の
方
は
除
く
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
竜
話

番
号
を
明
記
し
申
し
込
ひ
(
返
信

用
(

ガ
キ
に
も
住
所

、氏
名
明
記
)

申
込
期
限
　
一
月
二
十
七
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
業

務
第
一
係
(
〒
Ⅲ
伊
輿
町
前
沼
一

一
五
七
上
(
　

　
(
五
五
!
四
一

五
一
)

東

和
保
健
相

談
所

□
妊
婦
さ
ん
の
栄
養
講
習
会

日
時
　
一
月
三
十
日
(
水
)
　
午
後

一
時
三
十
分
ヱ
二
時
三
十
分

内
容
　
妊
娠
中
の
食
事
診
断
、
妊
娠

中
毒
症
予
防
の
食
事
、
調
理
実
習

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
一
話
で
、
東
和

保
健
相
談
所
(
　
六
〇
六
-
周
一

七
一
)

江
北
保
健
相

談
所

□
精
神
衛
生
相
談

日
時
　
二
月
七
日
(
木
)
　
午
後
一

時
三
十
分
丕
一
時
三
十
分

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
一
話
で
、江
北

保
健
相
談
所
(
　
(
九
六一
四
〇

〇
四
)
へ

今年もご利用
ください

湯河原区民保養所あだち荘

今
年
も
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法
　
三
月
分
の
受
付
け
は

二
月
一
日
(
金
)
か
ら
開
始
。

一
日
は
区
役
所
七
階
で
抽
せ
ん

九
時
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い

抽
せ
ん
後
は
、
二
月
分
の
空

室
と
一
緒
に
利
用
し
た
い
日
の

三
日
前
ま
で
、区
民
係
で
受
付

け
て
い
ま
す
。

休
館
日
　
▽
二
月
十
二
・
十
三
・

二
十
六
・
二
十
七
日
　
▽
三
月

六
・
七
・
十
七
・
十
(
日

料
金
(
一
泊
二
食
付
)
　

▽
大
人

・
三

千
円
　
▽
子
供
(
四
歳
以

上
小
学
生
ま
で
)
・
=千
五
百
円

申
込
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
者

た
だ
し
、
二
人
以
上
で
二
泊
三

日
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

職員募集
特別区職員
足立区職員

□
特
別
区
職
員
(
大
学
卒
程
度
保

健
婦
)

募
集
人
員
　
約
二
十
名

受
験
資
格
　
学
歴
を
問
わ
ず
。
昭

和
十
年
四
月
二
日
?
昭
和
三
十

三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
で
、
保

健
婦
賢
格
(
今
年
三
月
取
得
見

込
可
)
を
有
す
る
方

申
込
期
間
・
提
出
先
　
一
月
二
十

二
日
～
二
十
五
日
・
=
区
人
事
係

一
月
二
十
二
日
?
三
十
一
日
…

特
別
区
人
事
委
員
会
任
用
課

申
込
書
類
交
付
場
所
・
聞
合
せ
先
　

区
人
事
係
、特
別
区
人
事
委
貝

会
任
用
課
(
　
二
六
五
1
0

六

七
一
)

□
足
立
区
職
員
(
看
護
婦
)

勤
務
先
　
区
立
保
育
園

募
集
人
員
　
一
名

受
験
資
格
　
学
歴
問
わ
す
。
昭
和

二
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
女
子
。看
護
婦
(
正一
)

免
杵
取
得
者
(
今
年
三
月
取
得

見
込
可
)

申
込
方
法
　
二
月
五
日
(
火
)
ま

で
に
履
歴一
を
区
役
所
人
事
係

に
提
出

問
合
せ
先
　
人
事
係

足立区教育百年のあゆみ

――有償頒布予約のご案内――

区
内
に
小
学
校
が
閾
一
設
さ
れ
て
か
ら

百
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

本
一
は
、先
人
の
残
し
た
教
育
発
展

の
足
跡
を
永
く
と
ど
め
る
た
め
に
、三

年
計
画
で
綢
さ
ん
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、三
月
に
刊
行
し
ま
す
。そ
こ
で
、

次
の
要
領
で
頒
布
予
約
を
行
な
い
ま
ず
。

体
裁
　
A
五
版
・
背
丸
上
製
布
ク
ロ
ス

装
貼
函
入
千
二
百
ペ
ー
ジ
、口
絵

(
ペ
ー
ジ
、写
真
図
版
二
百
四
十
五

点
、図
表
二
百
三
十
三
点
、付
図
学

校
系
統
図
等

頒
布
部
数
　
七
百
郎

頒
布
価
格
　
七
千
二
百
円

予
約
受
付
　
二
月
末
日
ま
で

申
込
方
法
　
予
約
受
付
期
間
に
直
接
、

ま
た
は
(
ガ
キ
、
電
話
で
申
し
込
ひ

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー
(

〒
1
2
1竹
の
塚
ニ
ー
ニ
五
-
ニ

ー

　
(
五
〇
-
(
(

〇
一
)

家屋等の新築改築時には届出を

街区表示板が破損していたらご連絡ください

住
居
表
示
を
す
で
に
実
施
し
た
地
域

内
に
、家
屋
等
を
新
築
・
改
築
し
た
方

は
、住
居
表
示
に
よ
る
住
居
番
号
を
付

け
る
た
め
の
届
出
が
必
要
で
す
。こ
の

届
出
が
な
い
と
正
し
い
住
所
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
、転
入
・
転
居
届
も
で
き

ま
せ
ん
。届
出
に
は
、建
築
確
認
通
知

一
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お

願

い

区
で
は
尋
ね
や
す
く
、わ
か
り
ゃ
す

い
街
づ
く
り
の
た
め
、駅
亭
バ
ス
停
付

近
、各
街
区
ご
と
に
衒
区
表
示
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
表
示
板
の
維
持
管
理
は
、定
期

的
に
係
員
が
点
検
し
て
い
ま
す
が
、汚

れ
て
見
に
く
く
な
っ
た
り
、破
損
し
た

も
の
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、ご
面
倒
で

も
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係

私
た
ち
の
住
む
街
を
、私
た
ち
の
力
で
暮
し
良
く
ず
る
た
め
の
住

民
運
動
の
ひ
と
つ
、新
生
活
運
動
が
一
生
し
て
今
年
で
二
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。そ
こ
で
、二
十
年
の
あ
ゆ
み
を
資
料
と
し
て
残
そ
う
と

し
て
い
ま
ず
が
、お
手
一
`
に
写
X
や
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
生
活
璞
境
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

八
潮
車
庫
と
亀
有
駅
北
口
間
の
パ
ス
路
線
が
、

従
来
は
戸
ケ
崎
十
字
路
を
経
由
し
て
い
ま
し
た

が
、路
線
変
更
で
六
ツ
木
団
地
を
経
由
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ご
乗
車
の
際
は
ご
注
意
を
。
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悩みごと
一度ご相談ください

心配ごと

悩みや心配ごとは、なかなか他
人には話せませんが、ひとりで解
決しようとすると、かえって悪い
結果になりやすいものです。
福祉事務所では、母子家庭やご
婦人のために、相談や貸付などを
行なっていますので、お困りの方
はお気軽においでください。

母

子

家

庭

相
談
　
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
か
か

え
て
い
る
母
子
家
庭
の
経
済
上
の

問
題
、児
章
の
就
学
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

貸
付
制
度
　
経
済
的
自
立
の
助
成
を

目
的
と
し
て
、事
業
開
始
、継
続

賢
金
、住
宅
補
修
、就
職
、就
学

支
度
金
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て
貸

付
け
ま
す
。償
還
は
、三
年
?
二

十
以
内
で
す
。

母
子
寮
　
生
活
環
境
を
変
え
て
児
童

を
養
育
し
た
い
母
子
家
庭
の
方

に
、母
子
寮
入
所
制
度
が
あ
り
ま

す
。区
内
に
は
区
立
、私
立
を
含

め
三
か
所
あ
り
f
寮
で
は
寮
母
が

生
活
上
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
。ま
た
、急
に
宿
泊
先
の
な
く

な
っ
た
母
子
に
一
時
的
な
宿
所
を

提
供
し
、生
活
相
談
に
応
じ
る
I

時
保
護
所
も
あ
り
ま
す
。

母
子
休
養
事
業
　
十
二
か
所
の
国
民

宿
舎
が
年
一
回
、一
泊
二
日
に
限

り
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

介
護
人
派
遣
　
病
気
で
児
童
の
世
話

に
困
っ
た
と
き
、介
護
人
を
派
遣

し
ま
す
。こ
の
制
度
は
、あ
ら
か

じ
め
対
象
家
庭
と
し
て
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

応
急
小
口
資
金
　
災
害
や
病
気
な
ど

で
急
に
お
金
が
必
要

に
な
っ
た

時
二

二
万
円
を
限
度
と
し
て
賃
付

け
ま
す
。
償
還
は
。
借
入
の
翌
月

か
ら
分
割
返
済
で
、無
利
子
で
す
。

相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
?
土
曜
日
午

前
九
時
?
五
時
(

た
だ
し
、
土
曜

日
は
正
午
ま
で
)

ご

婦

人

に

相
談
　
央
の
酒
乱
・
暴
力
行
為
か
ら

逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を
求
め
る

婦
人
、未
婚
の
妊
婦
、そ
の
他
複

雑
な
問
題
を
か
か
え
て
お
困
り
の

婦
人
を
対
象
に
、ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

貸
付
制
度
　
経
済
的
自
立
の
助
成
を

目
的
と
し
て
、事
業
開
始
、継
続

賢
金
、技
能
修
得
、療
養
賢
金
等

の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

賃
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、都
内
に
六
ヵ
月
以
上
住
ん

で
い
る
方
で
、次
の
い
す
れ
か
に

該
当
す
る
婦
人
で
す
。

▽
二
十
五
歳
以
上
の
方
で
、配
偶
者

が
い
な
い
か
、ま
た
は
配
偶
者
の

扶
養
を
受
け
ら
れ
な
い
方
、親
・

子
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
を
扶
養
の
方
、

親
・
子
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
を
扶
養

し
て
い
な
い
方
で
、
月
収
が
十
(

万
二
千
円
以
下
の
万

▽
二
十
五
歳
未
満
で
配
偶
者
が
い
な

い
か
、ま
た
は
配
偶
者
の
扶
養
を

受
け
ら
れ
な
い
方
で
、親
・
子
・

兄
弟
姉
妹
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
で

も
、区
で
特
に
必
要
と
認
め
た
方

は
、
対
象
と
な
り
ま
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
日
毎
週
月
曜
日
?
土
曜
日
午

前
九
時
?
午
後
五
時
(
た
だ
し

、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

家

庭

相

談

家
庭
相
談
員
は
。家
庭
内
の
悩
み

ご
と
。心
配
ご
と
な
ど
の
聞
き
役
。

相
談
役
で
す
。さ
さ
い
な
こ
と
で
も

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
。一
緒
に
考
え

ま
し
I
う
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

相
談
の
例
　
▽
夫
婦
。
親
子
、
恋
愛

な
ど
人
間
関
係
の
こ
と
　
▽
婚
姻

や
相
続
な
ど
身
分
上
の
こ
と
　
▽

そ
の
他

相
談
日
　
毎
週
月
・
水
・
金
眼
日
の

午
後
一
時
?
五
時

相
談
・
問
合
せ
先
　

お
近
く
の
福
祉

事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。
電
話
番
号
は

次
の
と
お
り
で
す

。

◎
足
立
…
　
八
(
(
上
三
四
一

◎
中
部
…
　
(
(
九
-
一
四
(
一

◎
東
部…
哭
○
五
-
七
一
〇
五

回◎
西
部
…
　
(
九
七
丿
五
〇
一
一

◎
北
部
…
　
八
(
三
上
(
八
〇
〇

○
特
に
医
師
の
治
療
を
必
要
と
し
な

○
精
神
性
疾
患
や
伝
染
性
疾
患
が
な

家
族
の
状
態

○
介
護
者
が
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理
由

で
一
時
不
在
に
な
る

○
介
護
者
が
病
気
や
事
故
、
出
産
な

ど
で
介
護
に
あ
た
れ
な
い

保
護
期
間

特
別
養
礎
老
人
ホ
ー
ム
足
立
新

生
苑
(
花
畑
四
上
二
十
九
上
O
)

で
。
七
日
以
内
に
限
り
保
護
し
ま

す
。

費
用

食
事
な
ど
の
実
費
と
し
て
千
二

百
四
十
円
を
負
担
。
た
だ
し
、
生

陋
保
護
者
は
除
き
ま
す
。

ま
た
。
老
人
の
送
迎
は
原
則
と

し
て
家
族
で
行
な
い
ま
す
が
。送

迎
困
難
な
場
合
は
施
設
に
お
願
い

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
老
人
福
祉
係
へ
ど

う
ぞ
。

く
らし
の

歳
時記

◇
豆
ま
き
◇

二
月
四
日
の
節
分
は
昔
の
大
み

そ
か
、
翌
五
日
の
立
春
は
旧
暦
の

元
旦
に
あ
た
り
、
こ
の
日
か
ら
暦

の
上
で
は
春
の
季
節
に
入
り
ま
す
。

古
く
か
ら
中
国
で
は
、
季
節
の

変
り
目
に
は
悪
気
(

あ
っ
き
)
や

邪
気
(
じ
や
き
)
を
追
い
払
う
風

俗
が
あ
り
。
こ
れ
を
儺
(
だ
)
と

称
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
追
儺
(
つ
い
な
)
の
儀
式

が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
唐
の
時

代
で
す
。

当
時
は
、
節
分
の
夜
は
居
所
を

変
え
て
邪
気
を
避
け
る
方
違
(
か

た
が
え
)
の
行
事
を
行
な
い
、こ
れ

は
源
氏
物
語
に
も
出
て
き
ま
す
。

下
っ
て
、
室
町
時
代
に
入
っ
て

明
(
み
ん
)
か
ら
伝
わ
っ
た
の
が

現
存
す
る
豆
打
ち
の
儀
式
。

「
福
は
内
!
鬼
は
外
!
」
と
、

か
け
声
も
勇
ま
し
く
豆
を
打
っ
て

邪
気
を
追
い
払
う
こ
の
風
俗
は
い

か
に
も
積
極
的
で
、
陰
湿
な
方
違

よ
り
よ
ほ
ど
効
き
め
も
あ
り
そ
う

で
す
。
こ
の
楽
し
く
明
る
い
印
象

が
う
け
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
全

国
に
広
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
節
分
に
す
る
ど
い
ト
ゲ

の
あ
る
柊
(
ひ
い
ら
き
)
や
悪
臭

を
放
つ
鰯
の
頭
、
に
ん
に
く
々
窓

に
飾
る
の
も
邪
鬼
の
侵
入
少
防
止

し
よ
う
と
い
う
風
習
で
す
。

◇

風

邪

と

食

べ

も

の

◇

レ
バ
ー
、チ
ー
ズ
、
卵
黄
、
緑

黄
野
菜
、
干
し
柿
な
ど
に
多
い
ビ

タ
ミ
ン
A
は
、
粘
膜
を
丈
夫
に
す

る
の
で
鼻
か
ぜ
の
防
止
に
役
立
ち

ま
す
。

セ
ロ
リ
、
し
い
だ
け
、
豚
肉
、

ピ
ー
ナ
ツ
、
豆
類
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
助
は
。
温
度
差

に
対
す
る
皮
膚
の
反
応
を
敏
感
に

す
る
の
で
、
と
か
く
屋
内
に
と
じ

込
も
り
が
ち
な
人
の
か
ぜ
の
予
防

に
効
き
め
が
あ
り
ま
す
。

脂
肪
と
蛋
白
質
で
体
力
を
つ

け
、
ビ
タ
ミ
ン
類
で
抵
抗
力
を
つ

け
て
睡
眠
を
十
分
に
と
る
の
が
、

風
邪
に
負
け
な
い
三
原
則
で
す
。

◇
シ
ャ
ワ
ー
と
霧
吹
き
◇

戸
外
も
室
内
も
、
と
か
く
空
気

の
乾
燥
が
激
し
い
冬
期
、
日
だ
ま

り
の
観
葉
植
物
や
鉢
植
え
も
乾
き

に
青
息
吐
息
の
季
節
で
す
。

根
も
と
に
水
を
や
る
だ
け
で
な

く
。
た
ま
に
は
暖
か
い
日
中
に
葉

に
も
お
し
め
り
を
与
え
て
や
る
と

元
気
回
復
す
る
も
の
で
す
。

ポ
ト
ス
。
虎
尾
蘭
、
ゴ
ム
な
ど

憾

室
で
ゆ
る
い
シ
J
I

ぶ

け
て
や
る
と
。
葉
に
つ
い
た
ホ
コ

リ
や
紫
煙
も
と
れ
生
気
を
取
り
も

と
し
ま
す
。
他
の
鉢
植
え
も
霧
吹

き
で
や
わ
ら
か
く
葉
を
洗
っ
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

◇

千

代

紙

細

工

◇

二
月
は
冬
ご
も
り
の
季
節

。
眷

の
お
と
ず
れ
を
待
つ
こ
の
時
期
は

年
中
行
事
も
少
な
い
月
で
す
。

そ
こ
で
、
コ
タ
ツ
仕
事
が
は
か

ど
り
ま
す
。
古
着
を
盤
理
し
て
更

生
さ
せ
た
り
。
小
さ
く
な
っ
た
子

ど
も
の
セ
ー
タ
ー
を
ほ
ど
い
て
染

め
替
え
た
り

、編
み
直
し
た
り

、残

り
き
れ
を
つ
き
合
わ
せ
て
座
布
団

を
作
る
な
ど
、
衣
類
整
理
に
取
り

組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
。
箱
に
千
代
紙
を
張
っ
て

小
物
入
れ
ふ

っ
た
り
、
古
く
な

っ
た
く
ず
入
れ
や
キ
ズ
だ
ら
け
に

な
っ
た
救
急
箱
や
裁
縫
箱
に
丈
夫

な
ビ
ニ
ー
ル
壁
紙
を
張
っ
て

、
化

粧
直
し
す
る
な
ど
も
楽
し
い
手
仕

事
。海

苔
や
ヶ
-
キ
の
空
き
缶
も
千

代
紙
や
壁
紙
を
張
る
と
、
我
が
家

な
ら
で
は
の
し
や
れ
た
入
れ
も
の

に
変
身
し
ま
す
。

国
民
年
金
特
例
納
付
期
間
は

今
年
の
六
月
ま
で
で
す

特
例
納
付
制
度
と
は

国
民
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

六
十
歳
ま
で
に
必
要
な
年
数
の
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
加
入
を
忘
れ
た
方
や
、

加
入
し
て
い
て
も
保
険
料
の
未
納
期

間
が
多
い
方
な
ど
は
必
要
年
数
を
満

た
せ
な
い
た
め
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
方
々
を
救
済
す
る
た

め
に
、
過
去
の
分
が
さ
か
の
ぽ
っ
て

納
め
ら
れ
る
の
が
。
特
例
納
付
制
度

で
す
。

特
例
納
付
の
保
険
料

一
ヵ
月
に
付
。
四
千
円

特
例
納
付
の
期
間

昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま

で
で
す

特
例
納
付
で
き
る
方

強
制
加
入
対
象
者
(
日
本
国
内
に

居
住
す
る
日
本
人
で
明
治
四
十
四
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
等
の
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
方
や
加
入
に
}で
い
て

も
年
金
を
受
け
る
権
利
を
得
な
い
で

退
職
し
た
方
と
そ
の
配
偶
者
)
に
限

り
ま
す
。

※
特
例
納
付
保
険
料
の
納
付
賢
金

が
不
足
し
て
い
る
方
に
は
「
足
立
Z

国
民
年
金
特
例
納
付
保
験
料
融
資
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

お

忘

れ

な

く

国

民

年

金

保

険

料

昭
和
五
十
四
年
度
国
民
年
金
保
険

料
第
四
期
分
(
一
月
ヱ

二
月
)
の
納

期
は
一
月
三
十
一
日
で
す
。

納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
は

。
国

民
年
金
課
へ
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
再
発

行
し
ま
す
。

お
年
寄
り
の
方
を

一
時
的
に
お
世
話
し
ま
す

―
老
人
緊
急
一
時
保
護
―

こ
の
制
度
は
、寝
た
き
り
の
老
人

を
介
護
し
て
い
る
家
庭
の
方
が
、病

気
や
事
故
、出
産
な
ど
特
別
な
理
由

で
、一
時
的
に
世
話
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

お
預
り
し
、家
族
に
代
わ
っ
て
短
期

間
お
世
話
を
引
き
受
け
る
も
の
で

す
。次
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
き

利
用
で
き
ま
す
。

対
象
者区

内
に
居
住
し
、六
十
五
歳
以

上
の
在
宅
者
で
常
時
他
人
の
介
護

が
な
け
れ
ば
、日
常
の
生
活
が
で

き
な
い
状
態
に
あ
り
、次
の
両
方

の
条
件
に
該
当
す
る
方

新
し
い
相
談
員
で
す

お
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い

新
し
い
精
神
薄
弱
者
相
談
員
と
身

体
障
害
者
相
談
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。相
談
員
は
、昭
和
五
十
四
年
十

二
月
か
ら
二
年
の
任
期
で
、身
体
に

障
害
の
あ
る
方
や
知
恵
遅
れ
の
方
の

悩
み
な
ど
の
相
談
ご
と
に
の
り
、
そ

の
解
決
方
法
に
つ
い
て
の
指
導
・
助

言
を
行
な
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
。
お
気

軽
に
近
く
の
相
談
員
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

、援
護
係
へ
ど
う
ぞ
。

身 体 障 害 者 相 談 員精神薄弱者相談員

入
室
児
を
募
集
中

―
区
立
学
童
保
育
室
―

四
月
か
ら
入
室
の
学
童
保
育
児
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
期
限
は

、
一
。月
二
十
五
日
(

金
)
ま
で
で
す
‥
申
し
込
み

、
問
い
合
わ
せ

は

、
お
近
く
の
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館

ま
た
は
学
童
保
育
室
へ
ど
う
ぞ
。

お産の費用にお困りの方

入院助産制度をご利用ください

妊
産
婦
で
。入
院
し
て
分
娩
す
る
必

嬰
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的

な
理
由
で
分
娩
に
か
か
る
費
用
を
。
支

払
う
こ
と
が
困
難
な
ご
家
庭
の
た
め

に
。
入
院
助
産
制
度
が
あ
り
ま
す
。

次
の
二
つ
の
要
件
を
み
た
す
ご
家
庭

の
方
は
。
入
院
助
産
制
度
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

▽
妊
娠
七
ヵ
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
度
分
所
得
税
額
が
、一
万
六
千
(

百
円
以
下
の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
　
○
前
年
度
分
の

所
得
税
額
(
住
民
税
額
)
の
わ
か
る

も
の
　
○
健
康
保
険
証
　
○
母
子
手

帳
　
○
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
福
祉
事
務

所
へ
ど
う
ぞ
。

水
泳
初
心
者
教
室
を
開
催

日
時
　
二
月
十
三
・
十
五
・
十
七

二
十
・
二
十
二
日
の
五
日
閧

午
後
六
時
半
?
(
時
半

場
所
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
(
竹

の
塚
駅
よ
り
徒
歩
二
十
分
。
ま

た
は
北
千
住
駅
・
竹
の
塚
駅
よ

り
清
掃
工
場
行
バ
ス
終
点
)

資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
五
日
閧
受
講
可
能
の
方

定
員
　
百
名
(
多
数
の
時
抽
せ
ん
)

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
一
月
二
十
五
日
(
金
)

当
日
消
印
は
有
効

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
(
往
復
(
ガ
キ
以
外
無
効
)

そ
の
他
　
○
健
康
診
断
一
(

一
ヵ

月
以
内
の
も
の
)
を
初
日
に
提

出
　
○
受
講
中
は
必
ず
健
康
保

険
証
を
持
参

申
込
・
問
合
せ
先
　
竹
の
塚
温
水

プ
ー
ル
(
〒
1
2
1西
保
木
間
四
-

一
〇
j
一
　
　
(
五
〇
-
一
一

三
三
)

工
業
用
ミ
シ
ン
技
能
講
習
会

日
時
　
二
月
四
日
?
十
(
日
(
延

十
日
閧
)
午
前
十
時
?
午
柵

三
時

定
員
　
十
五
名

受
付
　
一
月
二
十
八
日
(
明
)
尓

前
九
時
か
ら
先
着
順
。
申
し
叺

み
に
は
住
所
を
確
認
で
き
る
も

の
(
免
許
証
・
健
康
保
健
証
等
)

を
持
参

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
職
補
導
所
(

千
住
曙
町
三
九
-
七
　
　
(
(
(
-

七
三
四
六
)
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総合スポーツ
センターの

もよおしもの
健
康
・

体
力
づ
く
り

相
談
室

ぞ
る
い
。
疲
れ
や
す
い
。医
者
に

行
く
ほ
ど
で
も
な
い
が
I

。こ
ん

な
症
状
の
方
の
多
く
は
、
運
動
不
足

が
原
因
で
す
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
。

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

ス
ー
康
・
体
力
づ
く
り
相
談
【
】
y

を
設
け
ま
し
た
。
自
分
に
あ
っ
た
運

助
を
今
年
か
ら
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
方
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
継
続
で
効
果

の
現
わ
れ
な
い
方
、
ぜ
ひ
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

開
設
日
　
二
月
三
日
I
二
月
三
十
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

開
設
時
間
　
午
前
十
時
?
午
後
四
時

内
容
　
ど
ん
な
運
動
を
ど
の
位
の
運

助
ま
で
、
ど
の
程
度
や
っ
た
ら
よ

い
か
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
、
体

力
相
談
士
が
行
な
い
ま
す

コ
ロ
ン
・

コ
ロ
ン

コ

ー

ス

柔
道
の
受
身
を
中
心
と
し
た
初
歩

的
な
技
術
指
導
を
し
ま
す
。

期
間
　

二
月
一
日
I

二
月
二
十
(
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日

時
間
　
▽
初
心
者
コ
ー
ユ
(
運
助
の

で
き
る
服
装
で
)
…
午
後
四
時
三

十
分
～
五
時
三
十
分

▽
経
験
者
コ
ー
ス
(
柔
道
一
持
参

で
。前
回
の
コ
ロ
ン
ー
コ
ロ
ン
コ

ー
ス
参
加
者
。ま
た
は
、柔
道
の

受
身
の
少
し
で
き
る
者
)
…
午
後

五
時
三
十
分
士
(
時
三
十
分

対
象
　
五
歳
?
十
二
歳
の
区
民

費
用
　
各
回
百
円
(
施
股
使
用
料
)

定
員
　
各
コ
ー
ス
五
十
名
(
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

※
幼
児

、
低
学
年
は
毎
回
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ

バレ
ー
ボ
ー
ル

教
室

日
常
、仕
事
な
ど
が
忙
が
し
く
、

と
か
く
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
動

労
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

仕
事
の
終
っ
た
後
、運
動
不
足
や

ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
七
日
!
一
生
(
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
。
午
後
六
時
三
十

分
?
八
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大

体
育
室

種
目
　
六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

対
象
　
一
般
区
民
(
動
労
者
)

定
員
　
三
十
名

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
。
ま
た
は
電
話
で

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ

※
教
室
終
了
後
、ク
ラ
ブ
と
し
て
。

継
続
活
動
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
。

◎
以
上
の
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
　
(

五
九一
(
二
一
一
)
へ

さあ うまくころ がって( コロンコロンコ ースよ り)

各
施
設
の
行
事
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

青
年
文
化
教
室
に

ご
参
加
を

日
時
　
二
月
(
日
か
ら
三
月
十
八
日

ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日
(
延
べ

十
二
日
間
)
、午
後
六
時
三
十
分
?

(
時
三
十
分

場
所
　
青
年
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
三
十
歳

以
下
の
方
(
前
回
受
講
生
は
除
く
)

科
目
(
各
科
入
門
コ
ー
ス
)
　

料
理

科
・
茶
道
科
・
和
裁
科
・
絵
画
科
(

水
彩
)

費
用
　

教
材
費
自
己
負
担

定
員
　
料
理
科
・
和
裁
科
…
各
四
十

名

茶
道
科
・
絵
画
科
…
各
三
十
名

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、性
別
、希
望
科
目
、

一
話
番
号
、
勤
務
先
を
記
入
(
返

借
用
に
も
住
所
、
氏
名
を
記
入
)

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(

一
人
一
科
目
一
枚
に
限
る
)

申
込
期
限
　

一
月
二
十
七
日
の
消
印

ま
で
有
効
(
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
せ
ん
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
(
〒
1
2
3

西
新
井
一
-
四
1
一
七

　
(
九

〇
1
0
0

六
一
)

1
6ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

日
時
　
二
月
十
三
日
?
十
五
日
・
十

九
日
丕
一
十
一
日
(
六
日
間
)
、

午
後
六
時
～
(
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

受
講
料
　
無
料

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
で
全
日
程

受
講
可
能
な
方

定
員
　
四
十
二
名
(
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
せ
ん
)

申
込
方
法
　
往
復
{
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、職
業
、電
話

番
号
を
記
入
し
、文
化
係
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
}

月
二
十
五
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係
(
〒
Ⅲ

千
庄
一
～
五
〇
)

囲

碁
教

室

期
間
　

二
月
十
六
日
二

一
月
十
五
日
(

毎
週
土
曜
日
)

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

時
間
　
午
後
二
時
?
四
時

対
象
　
一
般
区
民
(

初
心
者
)

定
員
　
四
十
名
(
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
せ
ん
)

受
講
料
　
無
料

教
材
費
　
千
五
百
円
程
度

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、講
習

名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

職
業
、連
絡
先
竜
話
番
号
を
明
配

し
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
二
十
六
日
(
当
日

消
印
有
効
)

甲
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー
(

〒
1
2
1竹
の
塚
一
〒

二
五
一
一
二

　
(
五
〇
-
(

八
〇
一
)

手

芸
教

室

日
時
　
一
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後

一
時

内
容
　
ま
く
ら
め
の
ベ
ル
ト
づ
く
り

場
所

東
都
セ
ン
タ
ー

費
用
　
千
二
百
円

講
師
　
勝
俣
寿
美
子
先
生

定
員
　
三
十
名

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ
ー

(
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一
)

区民カレンダー
( 2月1日～29日)

掲
示
板

し

尿

浄

化

槽

を

ご

利

用

の

皆

さ

ん

へ

□
定
期
的
な
保
守
点
検
を

し
尿
浄
化
槽
は
、保
守
管
理
業

者
(
し
尿
浄
化
槽
管
理
技
術
者
)

の
定
期
的
な
保
守
点
検
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、年
一
回
程
度
清
掃
業
者

(
し
尿
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
)

に
よ
る
清
掃
が
必
要
で
す
。

な
お
、最
近
賢
格
も
な
い
の
に

勧
誘
し
て
法
外
な
料
金
を
請
求
す

る
者
が
い
ま
す
。お
か
し
い
と
感

じ
た
ら
、各
清
掃
事
務
所
へ
事
前

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　

都
足
立
東
清
掃
事
務

所
(

　
八
(
九
1
0

七
一

こ

・
都
足
立
西
清
掃
事
務
所
(
　
(

五
三
一
ニ

ー
四
一
)

□
軽
減
証
は
お
使
い
で
す
か

都
で
は
、二
十
三
区
内
に
あ
る

届
出
済
み
の
し
尿
浄
化
槽
に
つ
い

て
、年
一
回
の
清
掃
料
金
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。届
出
済
み

の
し
尿
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
て

軽
減
証
が
送
ら
れ
て
い
な
い
次
の

よ
う
な
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
家
屋
を
新
築
さ
れ
た
方

▽
新
築
・
中
古
の
住
宅
を
購
入
さ

れ
た
方

ま
た
、し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
さ

れ
た
時
は
、必
ず
廃
止
届
を
し
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
ぺ
は
、都
清
掃
局
施
設

課
(
　
二
匸
〒
五
一
一
一
内
線

三
六
三
三
一
7
七
)
へ
。

税

務

署

か

ら

お

知

ら

せ

□
昭
和
五
十
四
年
分
の
「法
定
調
書

」お
よ
び
「給
与
支
払
報
告

書
」の
提
出
は
、一
月
三
十
一

日
ま
で

給
与
、報
酬
、家
賀
地
代
等
の

提
出
義
務
の
あ
る
方
は
、各
種
支

払
調
書
、源
泉
徴
収
票
お
よ
ぴ
、

給
与
支
払
報
告
一
を
一
月
三
十
一

日
(
木
)
ま
で
に
遅
れ
な
い
よ
う

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、m
徴
収
票
な
ど
六
種

榮
の
法
定
詞
一
は
、合
計
衰
に
添

え
て
税
務
署
へ
。ま
た
、給
与
支

払
報
告
一
(
個
人
別
明
細
一
)
は
、

総
括
表
に
添
え
受
給
者
の
居
住
す

る
市
区
町
村
長
あ
て
に
、
そ
れ
ぞ

れ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
左
記
の
各
税
務

所
へ
。

□
所
得
税
の
還
付
申
告
書
は
お
早

め
に

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

確
定
申
告
一

は
、
郵
送
で
も
結
構

で
す
か
ら
。
な
る
べ
く
二
月
末
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
三

月
に
入
っ
て
か
ら
で
す
と
。
事
務

の
関
係
上
、
支
払
。い
が
か
な
り
遅

く
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
申
告
し

て
税
金
の
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
く
わ
し
く
は

、
左
記

の
各
税
務
署
へ
。

□
マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
と
き
の

税
金

自
分
の
住
ま
い
を
売
っ
た
と
き

に
は
。
三
千
万
円
の
特
別
控
除
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
。
た
だ
し
、
こ
の
特
別
控
除
は

所
得
税
の
硫
定
申
告
の
手
続
き
を

し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
告
に
必
要
な
も
の
　
○
譲
渡
所

得
の
明
細
に
関
す
る
書
類
(
用

紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
)
　

○
住
民
票
の
写
し
(
住
ん
で
い

た
と
こ
ろ
の
も
の
で
。
売
っ
て

か
ら
ニ
カ
月
過
ぎ
て
交
付
を
受

け
た
も
の
)
　

○
印
か
ん
　
○

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
は
源
泉
微

収
票

問
合
せ
先
　
足
立
税
務
署
(

　
(
(
(

一

六
二
四
一
)
・
西
新
井

税
務
署
(
　
(
四
〇
一

一
一
一

一
)

ご

家

族

で

ど

う

ぞ

楽

し

い

電

話

展

竜
々
公
社
で
は
、
一
月
二
十
五

日
(
金
)
よ
り
三
十
一
日
(
木
)

ま
で
、
皆
さ
ん
の
お
都
屋
の
イ
ン

テ
リ
ア
や
、
オ
フ
ィ
ス
の
能
率
ア

'
プ
に
役
立
つ
各
種
竜
話
機
、
褊

祉
用
I
話
機
な
ど
を
展
示
す
る

i
し
い
一
話
?
を
上
野
京
成

百
貨
店
(
階
で
開
催
し
ま
す
。

期
間
中
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
運
勢
判
断
、
ゴ
ル
フ
診
断
。

タ
レ
、ヴ
ト
に
よ
る
サ
イ
ン
会
な
ど

楽
し
い
仙
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
ほ
か
。
台
東
。
荒
川
、
足

立
の
各
区
内
の
小
学
生
に
よ
る
。

電
儻
一
括
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
作
品
も
。
あ
わ
せ
て
展
示
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
一
々
公
社
台
東
地
区

管
理
都
(
　
八
三
一
〒
五
〇
〇

〇
)

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

二
月
一
日
調
査

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
錢
林

業
の
基
本
構
造
動
向
を
は
握
す
る

た
め
に
。十
年
ご
と
に
行
な
わ
れ

ま
す
。

調
査
の
対
象
は
。
耕
地
五
ア
ー

ル
以
上
、
ま
た
は
年
間
農
業
所
得

十
万
円
以
上
の
農
家
等
と
、
国
内

に
山
林
を
I
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
所

有
し
て
い
る
世
帯
・
会
社
な
ど
で

す
。調

査
は
二
月
一
日
現
在
で
実
施

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
。
調
査
上
お
聞
き
し
た
こ

と
が
ら
は
、統
計
賢
料
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
の
で
(
法
律
で
禁

じ
ら
れ
て
い
る
)
。
あ
り
の
ま
ま

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
都
総
務
局
統
計
郎
経

済
統
計
課
(
　
二
匸
丁
五
一

一
一
内
線
二
一一
七
八
七
)

事

業
経
営
の
方
へ

償
却
賢
産
の
申
告
は
。一

月
三
十
一
日
(
木
)
ま
で
で

す
。
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
先
　
資
産
所
在
地
の

各
区
内
都
税
事
務
所
。市

役
所
、
町
村
役
場
で
す
。

四

月

入

校

生

を

募

集

中

で

す

職
業
馴
練
校
で
は

、
四
月
入
校

の
馴
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
義
務
教
育
修
了
者
(

科
目
に
よ
っ
て
は
、
高
卒
程

度
の
学
力
を
必
要
と
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
)

募
集
期
限
　
二
月
二
十
日

選
考
日
　
二
月
二
十
七
日
(
水
)

訓
練
期
間
　
一
年
ま
た
は
六
ヵ
月

そ
の
他
　
科
目
お
よ
ぴ
募
集
人
員

は
各
馴
練
校
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
。
く
わ
し
く
は
、
次
の

各
職
業
訓
練
校
へ
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
足
立
　
六
〇
五
上
(
I
四
六

◎
江
戸
川
I
(
五
三
-
匸
三
一

◎
亀
戸
　
六
(
一
〒
O
三
四
一

◎
赤
羽
　
九
〇
九
-
(
Ξ
Ξ
Ξ

◎
大
田
　
七
四
四
上
O
一
三
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